
東
京

一
極
集
中
と
神
奈
川
県

の
社
会
構
成

山
石

男

耕

三

 

人

口
急
増

二

産
業
構
造

三

地
域
就
業
構
造

四

職
業

・
階
層
構
成

の
変
化

五

サ
ー
ビ
ス
業
の
変
容

六

一
極
集
中
と
市
民
生
活

神

奈

川

県

の
社

会

構

成

は
、

最

近

三
〇

年

に
わ

た

っ
て
、

自

ら

の
成

長

以

上

に
東

京

一
極

集

中

の
波

に
押

さ

れ

て
変

化

し

て
き

た
。

そ

れ

に
よ

っ
て

ひ
き
起

さ

れ
た

社

会

の
ひ
ず

み
も
大

き

く
、

今

あ

ら

た

め

て
、

こ

の
流

れ

の
抑

制

が
大

き

な

課
題

と

し

て
浮

上

し

て

い
る
。

人
ロ
急
増

戦
後

日
本

で
は
、

一
九

五
〇
年

代

後

半

か

ら
爆
発

的

な
都

市

の

膨

脹

が
は

じ

ま

り
、

東

京
、

大

阪

、

名

古

屋

の
三
大

都

市

圏

へ
の

彪

大

な
産

業

活

動

と

人

ロ

の
集

中

が
進

行

し

た
。

そ

れ

は
、

地

域

と

し

て

み
る
と
急

激

な
都

市

化

で
あ

り
、

こ
れ
ら
大

都

市

圏

に
お

け

る
地

域

社

会

へ
の
震

撚

で
も

あ

っ
た
。

一
九

五

五

～

六
〇
年

の

人

口
増

加
率

で

み

る
と
、

全

国

平

均

四

・
六
%

に
対

し

て
、

大

阪

圏

一
二

・

一
%
、

名

古

屋

圏

八

・
三
%
、

そ

し

て
、

五
〇

～

五

五

年

に
す

で

に

ピ

ー
ク

を

も

っ
て

い
た
東

京

圏

で
も

ひ
き

つ
づ
き

一

五

・
八
%

を
記

録

し
、

三
大
都

市

圏

は

い
ず

れ

も
六

〇
年

を
中

心

と

す

る
前

後

一
〇
年

間

に
、

史

上

例

の
な

い
膨

脹

を

み
た

の
で
あ

る

(表

1
)
。

し

か
し
、

こ
の
六
〇

年

ご

ろ

を
境

に
、

都

府

県

レ
ヴ

ェ
ル
の
増
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国 際 経 営 フ ォ ー ラムNo.1

加
率

に
は
顕

著

な
変

化

が

み
ら

れ

る

よ
う

に
な

る
。

三
大

都

市

圏

に

お

い
て
も
、

そ

の
中

心
都

市

の
増

加

率

の
停

滞

な

い
し
下

向

化

に
対

し

て
、

周

辺
諸

県

の
そ

れ

が
、

と

く

に
東

京

圏

に

お

い
て
明
白

な
上

向

傾

向

を

示

し

は

じ

め

る
。

㎝7

六
〇

～

六

五
年

の
増

加

率

は
、

東

京

都

、

大

阪

府

の
そ

れ

ぞ
れ

一
二

・
二
、

二
〇

・
九

%

に
対

し

て
、

神

奈

川

県

二

八

・
七
、

埼

玉
県

二
四

・
○

、

千

葉

県

一
七

・
二
%

で
、

東

京

圏

で
は
人

口
集

積

の
主

役

交

替

を

み

る
形

に
な

っ
た
。

こ
の
六

〇
年

こ
ろ

は
、

戦

後

の
大

規

模

な

人

口
流
動

の

一
つ
の
画
期

を
な

し

た

よ
う

に

み
え

る
。

こ
れ

を
境

に
し

移

て
、
奎

の
ま
ず

票

ら
、

や
が
て
東
北

へ
む
け

て
の
激

曜

し

い
過
疎
化

が
表
面
化
す

る
。

六
〇
～
六
五
年

の
五
年
間

ロ人

の
人

口
減

少
県

は
二
五
県

に
も

お
よ
び
、
人

口
増
加

な

い

ク

し
維
持

と

い
う

そ
れ
ま

で
の
全
県
的
基
調

が
は
じ
め

て
崩

助

れ
、
減

少
率

五
%
以
上

の
県

が
四
県

を
数

え
て
注

目
を
集

ブき

め

た
。

一
九

六
〇
年

池

田
内

閣

は

「
国
民

所

得

倍

増

計

内

画
」

を
う
ち
出
し
た
が
、

そ
れ
を
進

め
る
資
本
蓄
積

の
た

県

め

に
は
、
戦
後

の
小
農
維
持

を
基
本
と

し
た
農
政

の
変
更

剛

を
避
け
ら
れ
ず
、
以
後
展
開
す

る
構
造
農
政

の
第

一
段
階

と
し

て
の

「
農
業
基
本
法
」

(
六

一
年
)
に
よ

っ
て
日
本
農

業

の
合
理
化

が
強
力

に
進
め
ら

れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。

五

肱
oo8

五
年

こ
ろ

か

ら
指

摘

さ

れ

て

い
た
農

業

経

営

の
頭

打

ち

は
、

こ
れ

に
よ

っ
て
さ
ら

に
追

い

つ
め

ら

れ
、

農

業

の
崩

壊

が

域
域

域
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「神奈川 県人 口統 計調査」,総 務庁 「国勢調 査」

8ブ ロ ックの区分 は,横 浜 市,川 崎市 のほか は表1〔 注〕2に 記載.
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図2

棊

贈 漏

神奈川県の行政区分

東京都

藩

醤

津

県央

足柄

東牙

r・ 三 浦
50キ ロ

齢

廟

南

 瀬
摂

湘
ノトひ　

西湘

掛
表2東 京50キ ロ圏の距離帯別人口動態

都 心 か らの

距 離(キ ロ)

地帯別人 口比(%) 人 口増加 数(千 人)

196570 75 1960～6565～70 70～75

0～10

10～20

20-v30

30～40

40～50

24,319.5

35ユ33.0

15,618.3

14.117.'7

×0.9×1.5

X6.2

31.1

19.9

20.4

12.5

X630296

1.337791

846925

7161,177

275414

X279

447

905

1,154

561

計 ioo.o!oo.a 100.O 3,1103,011 2,787

〔資料〕 「国勢調査」

〔出所〕 宮 本憲 一 『都市経 済論』1980, 筑 摩 書 房,p.206に よ り作 成.

は
じ
ま

っ
た
。

一
九

六
〇

～
六

五
年

の
五
年
間

に
、

農
家
戸
数

は
六
〇

五
万
戸

か
ら
五
六

六
万
戸

へ
と
三
九

万
戸
減
少

し

(
さ

ら

に
六
五
～
七
〇

年

に
は

二
六
万
戸

減

少
)
、

農

家

兼

業
従
事
者

は
五

一

九
万
人

か
ら
七
七

八
万
人

へ
、

じ

つ

に

二

五

九

万

人

(
六
五
～
七
〇
年

に
は
八
八
万
人
)

も
増
加
す

る

こ
と

に
な

る
。
農
家

世

帯
員

の
農
外

流
出

は
、

こ
の
六
〇
年

代
前
半
、
年

平
均

八
〇
万
人

を
越
え
、

五
年
間

の
計
四
〇
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図3-a転 居世帯の割合

転居世帯 移動ナシ世帯

aa.o% 56.D

ノ
ノ 全 世 帯 数1,943,600
'
'
'

39.i 60.9%

19T4年1月 ～

1978年9月 の 間

1979年1月 一

f983年9月 の 問

図3-b転 居世帯の従前居住地

自市町村内 他市町村より 他県より
i

45.9% 27.2% 26.9%

、
＼1転 居 世 帯 数855,goo
・
、1
、1

56.4% 16.3% 27.3°'0

1974年1月 一

1978年9月

1979年1月 一一

1983年9月

総務 庁統 計局 「住宅統計調査」 よ り神奈川県分 を集計.
「 一一一次新神奈川計画一基i本構想 ・基 本計画一」昭sz ,P・160

 

料
所

資

出

○

万

人

(
そ

の
お

よ

そ
半
数

が
就

職

転

出

)

は
、

数

の
上

で
は
、

同

じ
時

期

に
お

け

る

三
大

都

市

圏

の
増

加

人

口
計

五

四

四
万

人

の

七

四

%

に
お

よ

ぶ

も

の

で
あ

っ
た

(「
農

家

就

業

動

向

調

査

」
)
。

一
九

六

五
年

を

境

に
し

て
東

京

圏

の
人

口
増

加
率

は
顕
著

に
低

下

し

は

じ

め
、

と

く

に
東

京

都

で
は

一
二

・
二
%

か

ら

一
挙

に
五

・

○

%

と

な

り
、

同
区

部

で
は

こ
れ
を
境

に
減

少

に
転

じ

る
。

大

都

市

過
密

問
題

激

化

の
象

徴

で
も

あ

っ
た
。

大

阪

市

の
増

加

率

低

下

も
、

東

京

区

部

の
そ

れ
と

ほ
と

ん

ど
歩

調

を
合

わ
せ

て

い
た
。

東

京

周

辺
諸

県

の
人

口
増

加

は
、

こ
れ

に
対

応

す

る
よ
う

に
進

展

し

て
、

大

規

模

な

郊

外
化

が
は

じ

ま

っ
た
。

神

奈

川

県

の
人

口
は
、

一
九

六
〇

～

八
五
年

の
間

に
三

四

四

・

三

万
人

か
ら

七

四
三

・
二
万

人

へ
と

約

二

・
二
倍

に
膨

脹

し

た

が
、

こ

の
間

県

内

八
ブ

ロ

ッ
ク
各

地

域

の
人

口
も
激

し

い
流
動

に
見

舞

わ

れ
た

(以

下

表

1
、
図

1
参

照
)
。

な

か

で
も
横
浜

市

の
人

口
は

一
九

六

八
年

に

二
〇

〇

万

人

を
突

破

し

て
、

東

京
、

大

阪

に

つ
ぐ

全

国
第

三

の
都

市

と

な

っ
た

が
、

神

奈

川

、

埼

玉
、

千
葉

三
県

の

人

口
計

が
東

京

都

の
そ
れ

を
上

ま

わ

る

よ
う

に
な

っ
た

の
も

こ

の

時

期

で
、

東

京

圏

の
人

口
膨

脹

が
中

心
都

市
東

京

か

ら
周

辺

へ
と

ひ
ろ

が

り
、

横

浜
市

が
そ

の

一
つ

の
焦

点

に
な

っ
た

こ
と

を

示

し

て

い

る

。

県

内

八
ブ

ロ

ッ
ク

で
、

こ

の
横

浜

市

以

上

の
人

口
増
加

率

に
み

ま

わ

れ
た

の
が
、

県

央

な

ら

び

に
湘

南

両

地

域

で
あ

る
。

両

地

域

の
人

口
は

六

〇

～

八

五
年

の
間

に
そ

れ

ぞ

れ
、

四

・
六
倍

、

二

・

105
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六
倍

に

ふ
く

ら

ん

だ
。

県

央

地

域

は

こ

の
間

、

五
年

毎

に
平
均

約

一
七

万

人

の
転

入
人

口
を
受

け
入

れ
、

八

五
年

に

は

一

一
四

万

人

の
人

口
を

か

か
え

て
、

横

浜

市

(
二
九

九

万

人

)

に

つ
ぐ
第

二

の

規

模

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

ま

た
、

ブ

ロ

ッ
ク

で
は
な

い
が
、

横

浜

市

の
西
南

部

を

し

め

る
戸
塚

区

(六

〇
年

以

後

二
度

の
分

区

に

よ

っ
て
、

現

在

は
戸

塚
、

栄
、

泉

、

瀬

谷

の
四
区

)

も
県

内

で
も

っ
と

も

は

げ

し

い
人

口
増

加

地

域

(六

〇

～

八

五
年

に

四

・
九

倍

)

の

一
つ

で
あ

る
。

い
ず

れ
も

横

浜

市
中

枢

部

と

ち

が

っ
て
、

既

成

の
都

市

施

設

の
乏

し

い
地

域

へ
の
無
秩

序

な

人

口
流

入

で
あ

り
、

や
が

て

こ

の

一
帯

が

ス
プ

ロ
ー

ル
問

題

に
当

面

す

る

乙
と

に

な

る

(後

述

)
。

そ

れ
は
、

ち

ょ
う

ど
、
六
〇

年

代

に
入

っ
て
顕
著

に
人

口
膨

脹

す

る
東

京

四

〇

～

五
〇

キ

ロ
圏

に
当

る
地
帯

で
も

あ

る

(表

2
)
。

こ
う

し

た
大

都

市
圏

の
拡

大

は
、

通

勤

距
離

の
伸

長

ば

か

り

で

な

く
、

彪

大

な

人

ロ
の
図

書
館

、

博

物

館

、

映
画

、

演

劇

な

ど

都

市

文

化

諸

施

設

か
ら

の
遠

隔

化

で
も

あ

っ
た
。

以

後

神

奈

川

で
は
、

居

住

者

の

ほ

ぼ

四

〇

%

が
転

居

世

帯

(う

ち

三

〇

%

が

県

外

か

ら
)

で
占

め

ら

れ

る

よ
う

に
な

り

(図

3

-
a
、

b

)
、

地

域

社

会

の
変

質

に
も

つ
な

が

る

こ
と

に
な

っ
た
。

二

産
業
構
造

二
次

に

わ
た

る
石
油

シ

ョ

ッ
ク
を
契

機

と

す

る
、

わ

が
国
製

造

業

の
素

材
型

か
ら

加

工

組

立
型

へ
の
転

換

、

あ

る

い
は
地
価

高

騰
、

図4県 内総生産 と産業別構成比の推移(%)

第1次 産業

第2次 産業

第3次 産業
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過

密

、

交

通

障

害

な

ど

を
背

景

と

す

る
臨
海

部

か
ら
内

陸

部

へ
の

工

場
立

地

の
移

動

な

ど

の
中

で
、

神

奈

川

県

の
産

業

構
造

、

地

域

構

成

に
も
大

き

な
変

化

が

進

み

つ

つ
あ

る
。

以

下

、

そ

の
底

流

に

留

意

し

つ

つ
、

最

近

の
変

貌

を

明

ら

か

に
し

よ

う
。

ま
ず

、

そ

の
基

本

的

な
変

化

は
、

第

二
次

産

業

と

く

に
製

造

業

の
相

対

的

な
地

位

の
低

下

で
あ

ろ
う
。

一
九

七

〇
年

の
時

点

で
は
、

県

内

総

生

産

の
六
〇

・
五
%

を

し

め

て

い
た
第

二
次
産

業

の
比

重

は
、

主

と

し

て
第

二
次

産

業

の
比

重

の
増

大

に
伴

っ
て
、

七

七
年

ご

ろ

に
は

五

〇
%

を
割

り
、

八

五
年

に
は

四

七

・
五
%

に
な

っ
た

が

(
図

4
)
、

そ

の
主

な

原

因

は
製
造

業

の
構

成

比

の
低

下

(七

〇

年

の
五

一

・
八
%

か
ら

八

四
年

に
は

四
〇

%

を
割

る
)

に

よ

る
も

の

で
あ

る
。

し

か

し
、

戦

前

か
ら

日
本

の
代
表

的

な
重

化

学

工
業

基

地

と

し

て

の
京

浜

工
業

地

帯

の

]
角

を
支

え

て
き

た

神
奈

川

の
工
業

の
地

位

は
、

け

っ
し

て
そ

れ
程

低

下

し

た

わ

け

で
な

く
、

製

造

品
出

荷

額

等

(製

造

業

従

業

者

一
人
当

り
)

で
も
、

企

業

規

模

(
]
○

○

人

以

上
規

模

事

業

所

の
割

合

)

に

つ
い

て
も

、

な

お
全

国

一
、

二

位

を

占

め
、

又
、

県

産

業

の
発

展

を

リ

ー
ド

し

て

い
る

こ
と

に
も

変

り

は
な

い
。

素
材

型

製

造
業

の
後

退

は

い
な

め

な

い
が
、

そ

れ

に
代

っ
て
急

成

長

を

と

げ

て

い
る
電
気

機

械

製

造

業

を
中

心

と

す

る
機

械

製

造

業

が
、

県

経

済

を

支

え

る

に

い
た

っ
た

(
図

5
、

6
)
。

又

と

く

に
注

目

す

べ

き

こ
と

は
、

た

と

え

ば
電

気

機

械

で

は
、

重

電

機

、

通

信

機

械

、

電

子
計

算

機

な

ど
き

わ
め

て
多

様

な

図7地 域別事業所立地状況

驚

 

'
●●

●

i1
●o● ■

258

・・
● ● ●..

●

●。

●

●

…
脇●

・

・

1985年 工業統計調査結果速報(神 奈川県)

図3に 同 じ,P.201

 

料
所
資
出

i'



製

造

業

種

が
、

そ
れ

ら

の
下
請

関

連

企

業

を

ふ
く

め

て
厚

い
集
積

を
形

成

し

て

い

る

こ
と

で
あ

ろ

う
。

機

械

製

造

業

分

野

に

お
け

る

事

業

所

数

も
、

一
九

六
九

年

を

一
〇

〇

と
す

る

八

一
年

の
指

数

は
、

電

気

機

械

、

な

か

で
も
通

信

機
械

器

具

等
製

造

業

、

電

子
機

器
用

等

部

分

品

製

造

業

、

あ

る

い
は
精

密

機
械

器

具
製

造

業

で
は
、

そ

れ

ぞ

れ
、

一
七

九

・
八
、

一

一
〇

・
四
、
二

五

五

・
四
、

一
七

三

・

七

と

き

わ

め

て
旺
盛

な

成

長

を

み

せ

て

い

る

(「
事

業

所

統

計

調

査

」
)
。

そ

し

て
、

こ
れ

ら
事

業

所

の
多

く

を
占

め

て

い
る
中

小

企

業

の
集

積

は
、

な

に
よ

り

も
地

元

に
根

を

も

ち
、

し

か
も

雇

用

の

確

保

に
重

要

な
役

割

を
果

し

て

い
る

こ
と

で
あ

ろ
う

。

製

造

業

事
業

所

の
増

加

は
、

県
内

地
域

別

に
み

る
と
、

と

く

に

県

央

地

域
、

そ

し

て
湘

南

地

域

で
目
立

っ
て

お
り

(図

7
)
、
そ

れ

に
伴

っ
て

こ
れ

ら

の
地

域

で
は
、

建

設

業

、

不
動
産

業

、

サ

ー
ビ

ス
業

の
伸

長

も

め
ざ

ま

し

く

(表

3
)
、
有
力

な

地
域

基

盤

を
形

成

し

つ

つ
あ

る
と

み

ら
れ

よ

う
。

さ

き

に
み
た

飛

躍
的

な
人

口
増

加

の

一
つ
の
背

景

が
、

こ

こ

に
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

地

域

別

工
業

集

鼎

。。
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東京一極集中と神奈川県の社会構成

積

度

は
、

総

体

と

し

て
、

従

来

の
横
浜

、

川
崎

地

域

か
ら
、

西

の

方

向

へ
県

央

、

湘

南

地

域

へ
と
拡

が

り

つ

つ
あ

り
、

横

浜

.
川
崎

地

域

、

県

央

地

域

の
県

全

体

に
し

め

る
事

業
所

数

の
割

合

は
、

一

九

八

五
年

そ

れ

ぞ

れ

五

五
%

、

二
〇

%

、

従

業

者

数

の
そ

れ
は
、

四
九

%

、

二

一
%

で
、

機

械

製

造

業

を
中

心

と

し

て
、

県

央

地
域

の
集

積

の
大

き

さ
を

示

し

て

い
る
。

製

造

業

と
関

連

し

て
神

奈

川
県

で
は
、

先

端

技

術

産

業

地

帯

の

形

成

が

注

目

さ

れ

る
と

こ
ろ

で

あ

る
。

『
第

二
次

新

神

奈

川

計

画

-

地

域

計

画
』

(
一
九

八
七

年

)
に
よ

る
と
、
首

都

圏

に

お
け

る
県

の
位

置

を

展
望

し

な

が
ら

四
全

総

と
も

関
連

し

て
、

中
枢

管

理
機

能

、

国
際

情

報

通

信

機

能

の
集

積

を
目

標

に

し
た

「
み
な

と

み
ら

い
21
」

(横

浜

)

を

は

じ

め
、

横

浜

・
川

崎
、

厚

木

を
拠

点

に
し

て
、
引
マ
イ

コ
ン

シ
テ

ィ
L

(川
崎

)
、
「
港

北

ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
」
「
白

山

ハ
イ

テ

ク

パ

ー

ク
」

(横

浜

)
、

「
か

な

が

わ

サ

イ

エ

ン

ス
パ

ー

ク
」

(
川
崎

)
、

「
厚

本

ニ

ュ
ー

シ
テ

ィ
」

(厚

木

)

な

ど
、

テ

ク

ノ

ポ

リ

ス
型

開

発

が

目

じ

ろ
押

し

で
あ

り
、

技

術

開

発

機

能

の
集

積

が
進

ん

で

い

る
。

の
ち

に
も
見

る

よ
う

に
、

神
奈

川
県

の
研

究

機

関

の
集

積

は
、

東

京

に
せ

ま

る
高

さ

で
、

一
九

八

四
年

の
時

点

で
、

横

浜

市

一
四

八
件

、

川
崎

市

=

六
件

、

計

二

六

四
件

の
立
地

を

み

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

県
内

総
生

産

構

成

の
中

で
そ

の
割

合

を
高

め

て
き

た
第

三
次

産

業

は
、

近
年

の
日

本

経
済

の
動

向

を
反

映

し

て
、

と

く

に
サ

ー
ビ

ス
業

、

な

か

で
も

事

業

所
関

連

サ

ー
ビ

ス
業

の
成

長

が
目
立

っ
て

い
る
。

し

か

し
、

卸

売

・
小

売
業

は

ふ
る

わ
ず

、

そ

の
対

総
生

産

比

率

は
、

一
九

四
五
年

の
八

・
二
%

か
ら
、

五
〇

年

代

前

半

に
は

や

や
上

昇

し

た
も

の

の
、

ふ
た

た

び
低

下

し

て
、

八
五
年

の

一
〇

・
○
%

へ
と
長

期

的

に
は
停

滞

状

態

を

呈

し

て

い

る
。

首

都

圏

の

一
角

と

し

て

の
諸

関
連

が

そ

の
主

要

要

因

と
考

え

ら

れ

る
が

な

お
詳

細

な

分
析

が

必
要

で
あ
ろ

う
。

三

地
域
就
業
構
造

神

奈

川
県

内

の
就

業

者

は
、

一
九

五

五
年

一
〇

八

・
九

万

人

か

ら
、

一
九

八
五
年

の

二
九

七

∴

二
万
人

へ
と

一
八

八

・
四

万

人
増

加

し
、

ほ

ぼ

二

・
七
倍

に
膨

脹

し
た
。

さ

き

に
み

た

は
げ

し

い
人

口
増

加

を
反
映

し
た
形

で
あ

り
、

又
、

な

に
よ

り

も
右

の
県
産

業

の
成

長

に
支

え

ら

れ

て

の
増

加

で
あ

る

こ
と

は

い
う

ま

で
も

な

い

で
あ

ろ
う

。

し

か
し
、

厳
密

に
は

こ
の
数

字

は
、

県

内
常

住

の
就

業

者

数

か

ら

県

外

へ
の
就

業

者

数

を

差

し
引

き
、

さ

ら

に
県

外

か
ら
流

入

す

る
県

内
就

業

者

数

を
加

え

た
も

の

で
あ

っ
て
、

流

出

超
過

が
常

態

と

な

っ
て

い
る
神

奈

川

県

で
は
、

県

内

就

業

老

は
人

口
動

態

よ

り

低

い
水

準

で
増

加

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

以
下

、

県

外
就

業

を

ふ

く

む
就

業

の
し

く

み

に

つ
い

て
観
察

し

よ
う

(表

4
)
。

県

外

流

出
就

業
者

は
、

一
九

五

五
年

の

=

・
七

万

人

か
ら

六

五
年

三

三

・
九

万

人
、

七

五
年

五
九

・
○

万

人
、

そ

し

て

八
五
年

に

は
七

六

・
二
万

人

へ
と
、

こ
の
三
〇

年

間

に

六
四

・
五
万

人

増

llo



表4流 出入就業者数の推移 神奈川県
(人,%)

1955 1965 X975 X985

常住地 による就業者 1,144,926(100.0>2,114,808(loo.o)2,897,375(100.4)3,543,595(100.0)

従業地に よる就業者 1,089,109 x.,890,932 2,449.28 2,972,fi97

流 入

(他地 区常住通 勤 ・通学) … 775.4$1 x,227,834 1,662,804

他地区常住 ・就業者 313,769 636,367 1,029,856 1,384,243

県 内 252,873 521,723 888,189 1,x.92,659

他 他 県(A) 60,896 114,644 141,667 191,584

地
区
常

茨 城 県

栃 木 県

303

17U

737

324

1,246

356

1,350

359

住
就
業

埼 玉 県

千 葉 県

1,263

1,556

3,198

3,382

6,310

5,9()5

8,453

9,902

者 東 京 都 51,149 ユ00,371 118,fiOO 15,286

帯 山 梨 県 465 654 1,042 1,460

住
地
静 岡 県

関西(京 阪神)

3,046

171

5,560

一

6,774

883

7,572

522

そ の 他 Z,?73 418 551 6,350

流 出

(常 住 地 外 通 勤 ・通 学)

常 住 地 外 ・就 業 者

一

369,586{32.3)

252,873(22.1)

116,713(10.2)

60(0.0)

34(0.0)

442(0.0)

431(0.0}

112,684(9.8)

104(0.0)

1,674(0.2)

474(0.0)

814(0.1}

1,55,588

860,243{40.7)

521,723(24.7)

338,524(].fi.0)

292(0.0)

132CO.0}

1,496(0.1)

1,198(0.1)

331,fi15(15.7}

Zss(oo)

3,305(0.2)

　

216(0.0}

1,756,552

1,477,973(51.0)

888,189(30.7}

589,784(20.4)

875(0.0)

485(O.Q}

2,917(0.1)

3,755(0.1}

574,257(19.5}

455(0.0)

4,26(0.2)

1,447(0.1)

1,298(0.0)

2,324,912

1,955,141(55.2)

1,192,659(33.7)

762,482(21.5}

1218(0.0)

sus(o.o)

x,570(0.1}

5,800{0.2)

739,525(24.9)

94sCo.o>

5,028(0ユ)

1,007(0.0)

3,750(0.1)

常
住
地
外
就
業
者
の

流
出
先

県 内

他 県(B)

茨 城 県

栃 木 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

山 梨 県

静 岡 県

関西(京 阪神)

そ の 他

流 出 超 過 就 業 者
CB-A)

55,817(4.9) 223,876(10.6) 44,117(15.5} 5'10,898(16.1)

〔資料〕 「国勢調査,従 業地 ・通学地 」
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H
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叫
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加

し

て
、

じ

つ
に

六

・
五
倍

に
な

っ
た

が
、

そ

の
ほ
と

ん

ど
九

十

数

%

は
東

京

都

へ
の
流

出

で
あ

り
、

常

住

す

る
就

業

者

に
占

め

る

県

外

流
出

者

の
割

合

も

こ
の
間

一
〇

・
二
%

か
ら

二

一
.
五
%

へ

と

倍
増

し

た
。

は

げ

し

い
人

口
増

加

が
他
方

で
は
、
東

京

都

(
と

く

に
区
部

)

就

業

者

の
ベ

ッ
ド

タ
ウ

ン
と

し

て

の
膨

脹

に
よ

っ
て

も
押

し

あ
げ

ら

れ

て

い
る

こ
と

を
示

し

て

い

る

の

で
あ

る
。

次

に
、

こ
れ
ら
就

業

者

の
就

業

先

産

業

に

つ

い
て
見

よ
う

(表

5
)
。ま
ず

、

従

業

地

に

よ

る
就

業

者

(神

奈

川
県

内

で

の
就

業
者

)

に

つ

い
て

み

る
と
、

一
九

七

〇
年

か
ら

八

五
年

の
最

近

一
五
年

間

に
、

総
数

で

二
三

一
・
五
万

人

か
ら

二
九

七

・
三
万

人

へ
と
約

二

割

増

、

こ
の
う

ち
第

二
次

産

業
就

業

者

は
微

増

で
あ

る
が
、

製

造
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表

〔資料〕 「国勢 調査」

〔注〕 昼夜間人・比准 羅 娼 ×1・・

業

就

業

者

は

八
〇

年

か
ら

八

五
年

に

か
け

て
や

や
盛

り
返

し

て

は

い

る
も

の

の
、

総

体

と

し

て
は

わ
ず

か

な

が

ら
減

少

し

て

い

る

の

が
特

徴
的

で
あ

る
。

さ

き

に
み

た
製

造

業

の
事

業

所
数

で

の
増

加

と

比

べ

る
な

ら
、

生

産

の
拡

大

に

も

か

か

わ

ら
ず

就

業

者

は
む

し

ろ
、

反
発

さ

れ

て

い
る

こ
と

を

示

し

て

い

る
。

こ
れ

に
対

し

て
卸

小

売
業

で

は

五

一
%
、

二

一

・
八
万

人
、

サ

ー

ビ

ス
業

で
は

八

二
%

、

二
九

・
六

万
人

の
増

加

で
あ

り

、
総

じ

て

第

三
次

産

業

就

業

者

の
著

し

い
増

加

ぶ
り

が
目

立

っ
て

い
る
。

他
方

、

県

外

就

業

者

の
就

業
先

産

業

に

つ

い

て

み
る

と
、

同

じ
時

期

に
、

サ

ー
ビ

ス
業

で
は

一

一
・
二
万
人

、

第

三
次

産

業

計

で
は

二
四

・
○

万

人

と

い
う
顕

著

な

増
加

ぶ
り

で

あ

る

の

に
対

し

て
、

製

造

業

で
は

わ
ず

か

に
三

・
七

万
人

増

に
す

ぎ
ず

、

第

二
次

、
第

三

次
産

業

就

業

者

の
構

成

比

は
、

七

〇
年

の

四
対

六

か
ら
、

八
五
年

の
三
対

七

へ
と
大

幅

な
変

化

を

み
せ

て

い

る

こ
と

な

ど

が
注

目

さ

れ

る
。

以
上

か

ら
、

県

外
就

業

者

に

つ
い

て
は
、

第

二
次

産

業
就

業

者

に
比

べ

て
第

三
次
産

業

、

な

か
ん
ず

く

サ

ー
ビ

ス
業

就

業
者

が
圧

倒

的

に
多

く
、

し

か

も

そ

の
増

加

の
幅

も
大

き

い

こ
と

を
知

る

の

で
あ

る
。

県

産

業

構

造

の
変

化

と

あ

わ

せ

て
考

え

る
な

ら
ば

、

製

造

業

の
職

場

が
県
内

で

一
応

確

保

さ

れ

て

い
る

の

に
対

し

て
、

サ

ー
ビ

ス
業
就

業
者

は
東

京

都

内

で

の
就

業

を
増

加

さ

せ
な

が

ら
、

神

奈

川

県
内

(さ

ら

に
は
周

辺

諸
県

)

に
住

居

を

求

め

て
転

出

を

つ
づ

け

て

い
る
と

い
う

こ
と

に
な

る

で
あ
ろ

う
。

な

お
、

東

京
都

区
部

で
就

業

す

る
他
県

居

住

者

に

つ

い
て

み

る

と

、

五

五
年

の
三

三

・
○

万
人

か
ら

七

五
年

に
は

一
六

二

・
八
万

人

(区

内
就

業

者

の
二

六
%
)

へ
と

ち

ょ
う

ど

五
倍

に
増

大

し

て

い

る
。

そ

し

て

こ

の
都

外

か
ら

の
就

業

者

の
九

六
%

が
埼

玉
、

千

葉

、

神

奈

川

三
県

か
ら

の
通
勤

者

で
あ

っ
て
、

首

都
東

京

が
そ

の

隣

県

か

ら

い
か

に
大

き

な
労

働

力

を

吸
収

し

て

い
る

か
、

あ

る

い

は

む

し

ろ
、

東

京

都

就

業

の
労
働

力

が
、

そ

の
外

周
地

域

に
住

居

を
求

め

て

い
か

に
大

き

な

郊
外

化

を
進

め

て

い

る
か

を
知

る

の

で
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あ

る
。

約

一
六

〇

万

に

の
ぼ

る

こ
の
区

部

へ
の
流

入
就

業

者

数

は
、

三
県

で
ほ

ぼ

三
分

し

て

い
る

が
、

こ
う

し

て
、

大

都

市

中
枢

部

へ

の
長

距

離

通

勤

は

い
よ

い
よ
常

習

化

し
、

こ
れ

が
周

辺

諸

県

の
重

要

な
地

域
問

題

を
提

起

す

る

こ
と

に
な

る

の
で
あ

る
。

い
ま
、

全

国

一

一
の
主

要

都

市

の
う
ち

、

昼
夜

間

人

口
比

(夜

間
人

口
に
対

す

る
昼

間
人

口

の
%
)

が

一
〇

〇

を
割

っ
て

い
る

の

は
横

浜

、

川
崎

の

二
市

だ

け

で
あ

り
、

し

か
も
、

六
〇
年

代

い
ら

い
終

始

こ
の
状

態

を

つ
づ
け

て
、

な

お
、

そ

の
差

が
開

き

つ
つ
あ

る

の
が
両

市

の

い
ち

じ

る

し

い
特

徴

で
あ

る

(表

6
)
。

他

の
諸

都

市

が
、

そ

れ

ぞ

れ

一
定

の
都

市
圏

を

か

か
え

て
そ

の
中

心
都

市

と

し

て

の
位

置

を

も

つ
の

に
対

し

て
、

横
浜

、

川

崎

の
両

市

が
、

巨

大
都

市

東

京

の
圏

域

に

お
け

る
衛

星

的

位
置

に
あ

る

こ
と

を
端

的

に
表
現

す

る
も

の

で
あ

ろ
う
。

な

お
東

京

都

に

つ
い

て
み

る
と
、

そ

の
都

心

で

の
業

務

地
区

の

拡

大

・
変

容

に
よ

る
地
縁

社

会

の
崩

壊

が
注

目

さ

れ

て
久

し

い
が
、

こ
れ

へ
の
対

応

策

と

し

て
、

昼
間

人

口
を

ふ
く

め

た
地

域

自

治

再

編

の
構

想

が
論

議

さ

れ

て

い
る
。

し

か
し

こ
れ

に
対

し

て
、

逆

に

昼

間

人

口

の
空

洞

化

を

み

る
横
浜

、

川
崎

両

市

の
場
合

、

あ

る
面

で
は
過

疎

化

す

る
農

山
村

の
例

に
似

て
、

そ

の
地

域

自

治

は
恐

ら

く

一
層

深

刻

な

問

題

を
構

成

す

る

で

あ

ろ

う
。

両

市

を

単

な

る

"
ね
ぐ

ら

"

と

す

る
人

口
が
多

少

と

も

に
非

住

民
的

、

非

市

民

的

性

格

を

も

つ
に

い
た

る

の
は

さ
け

が
た

く
、

地

域

課

題

へ
の
対

応

は

そ

れ

だ

け
弱

化

せ
ざ

る
を

え
な

い

で
あ
ろ

う
。

大

規

模

な
職

住

114



国際 経 営 フ ォー ラムNo.1

分
離

は

か
く

て
、

そ

の
両

端

で
地

域

自

治

を

侵
蝕

し

て

い

る

の

で

あ

る
。

県

企

画
部

に

よ

る
と
、

こ
の
昼

夜

間

人

口
差

は

今
後

も

一
層

ひ

ろ

が

り
、

流

出

就

業

者

数

は

二
〇

〇

〇
年

に

は
七

〇
万

人

を
越

え

る
も

の
と

推

計

さ

れ

て

い
る

が

(
図

8
)
、
地

域

性

を
失

っ
た

人

口

(横

浜

、

東

京

の
双
方

に
お

い

て
)

に

よ

る
地
縁

社

会

、

地

域

自

治

と

は

い
か
な

る

も

の

で
あ
り

う

る

の

か
、

か

つ

て
経

験

し

た

こ

と

の
な

い
む
ず

か
し

い
課

題

が
、

い
ま
展

開

し

つ

つ
あ

る
と

い
え

よ

う
。

四

職
業

・
階
層
構
成
の
変
化

は
げ
し

い
人

口
の
流
動

に
伴

っ
て
、
神
奈

川
県

の
職
業
構
成
、

階
層
構

成
も
大

き
な
変
化

を

み
せ

て
い
る
。

こ
の
変

化

は
、

わ
が

国
産
業
構
造

の
変
容

ば

か
り

で
な
く
、
神
奈
川
県

が
首
都
圏

の

一

環

を
構
成

し

て
、

そ

の
中

に
し

め
て
き
た
位
置

に
よ

っ
て
も
特
徴

づ
け
ら
れ

て
き
た
。
職
業
構
成

は
階
層
構
成

と
強

い
相
関
性
を
も

っ
て
そ

の
地
域
社
会

の
社
会
経
済
的
属
性
を
示
す
と

み
ら
れ

る
も

の
で
あ
る
が
、
次

に
、

こ
れ
ら

の
変

化

が
い
か
な
る
特
徴

を
も

っ

て
い
た

か
を
概
観

し

て
み
よ
う
。

戦
後
経
済
水
準

の
上
昇
、
資

本
主
義
的
分
業

の
高
度
化
、
科
学

技

術

の
飛
躍
的
発
展
等

に
よ

っ
て
、

わ
が
国

の
職
業
構

造

は
新

し

い
要
素

を
加

え
な
が
ら

い
ち

じ
る
し
く
変

化

し
て
き
た

が
、

そ

の

流

れ
を
的
確

に
と
ら
え

る
職
業

分
類
指
標

は
必
ず

し
も
明
確

で
は

な

い
。

そ

の
た

め

の
論

議

も
必
須

で
あ

る

が
、

こ

こ
で
は
差

し
当

り
、

一
応

一
般
化

し

て

い

る
農

林

漁

業
関

係

職

業

、

生

産

・
運

輸

関

係

職

業
、

販
売

.
サ

ー
ビ

ス
関

係
職

業

、

事

務

・
技

術

・
管

理

関

係

職
業

の
四
区

分

(
そ

の
内

容

は
表

7

-
a

の
注

を
参

照
)
に
よ

っ
て
、

関
東

、

近
畿

、

東

海

な

ど

の
諸

地
域

と

の
地

域

比
較

を

と

お

し

て
県

の
変

化

を

み

る

こ
と

に
す

る

(表

7
-
a
)
。

こ
の

二
〇
年

間

を

と

お
し

て
表

掲

の
全

地
域

に
わ

た

る
変

化

の

基

本

的

な

特

徴

は
、

農

林

漁

業

関

係
就

業

者

の
激

減

と
、

他

方

そ

れ
以

外

の
、

と

り

わ

け
生

産

・
運
輸

関

係

、

事

務

・
技

術

・
管

理

関

係

両
分

野

の
就

業
者

の
、

五

五

～

六

五
年

に
集

中

し

た

は
げ

し

い
増

加

で
あ
り
、

し

か

も

そ

れ

が
表

の
増

減

欄

に
示

さ
れ

て

い
る

よ
う

に
、

し
ば

し
ば

δ

年
毎

に
五
〇
な

い
し

δ

○
%
と

い
う

高
率

の
増
加
を
示

し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
生
産

・
運
輸
関
係
就

業
者

の
主
体

は
、
運
輸

・
通
信
従
事
者
、
技
能

工

・
生
産

工
程
作

業
者

お
よ

び
単
純
作
業
者

か
ら
な
り
、
社
会

の
生
産

の
現
場

に
あ

っ
て

こ
れ

を
直
接

担

っ
て

い
る
層

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
事

務

.
技
術

.
管

理
関
係
就
業
者

は
、
専
門
的

・
技

術
的
職
業
、
管

理
的
職
業
、
事
務
従
事
者

(
全
国

で
は
そ
れ
ぞ

れ
約

二
五
、

一
五
、

六
〇
%

の
構

成
、

八
五
年
)

か
ら
な

る
が
、

こ
れ
ら

は
、
産
業
社

会

の
高
度
化
、
技
術

の
進
歩
、
官
僚
化

の
進
展
な
ど

に
伴

っ
て
・

非
物
的

(非
現
業
)
部

門

の
担
当
者
と
し

て
登
場
す

る
と

い
う
歴

史
的
特
徴
を
も
ち
、
流
通
部
門

の
担
当
者
と

あ
わ
せ
て

"
新

し

い

溺

中
間
層

"
と
よ
ば
れ
る
層

で
あ

る
。

こ
の
部

門

の
就
業
者

の
急

増
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図9主 要都府県別の卸売業
年間販売額の推移
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ポ

ス
ト

の
イ

ン
ダ

ス
ト
リ

ア
ル

　
ソ
サ

エ
テ

ィ

は
、

わ

が
国
社

会

の

"
脱

工

業

社

会

"

(
D

・
ベ

ル
)

へ

の
進

展

を
反

映

し

て
お

り
、

又
、

こ

の
層

の
中

間
管

理

層

的
特

徴

と

の
関

連

で
、

と

く

に
大

都

市

地
域

に
集

中

し

て

い
る

こ
と

に
も

注

目

し

て

い

い

で
あ

ろ
う

。
第

二

の
特

徴

は
、

表
掲

の
巨
大

都

市

圏

、

な

か
ん
ず

く

関
東

臨

海

、

近

畿

臨

海
部

に

お
け

る

こ
れ
ら

の

変

化

と

全
国

平

均

の
そ
れ

と

の
間

に

い
ち

じ

る
し

い
差

異

を
示

し

て

い
る

こ
と

で
あ

る
。

六

五

～
七

五
年

に
は
、

近

畿

臨
海

、

東

京

区

部

で

は
生

産

・
運

輸

関

係
就

業

者

が
減

少

し

て

い
る

が
、

こ
の

こ
と

を

ふ
く

め

て
、

脱

工
業
化

過
程

に
お

け

る
地

域
格

差

の

一
層

の
拡

大

を
、

そ

れ

は
示

し

て

い
る
と

い

っ
て

い

い
で
あ

ろ
う

。

さ

ら

に
各

地
域

を
比

較

し

て
み

る
と
、

さ

ま

ざ

ま

の
地

域

特
性

が
う

か

が
わ

れ

る
。

い
ま
、

と

く

に
神

奈

川

県

、

横
浜

市

に

つ
い

て

み

る
と
、

一
九

五

五
年

の
時
点

で
、

生

産

・
運
輸

従

事

者

の
比

率

は
、

す

で

に
東

京

区
部

の
そ

れ

と
並

ん

で
全

国

で
最

も
高

い
大

阪

に
接

近

し

て

い
る

が
、

そ

れ

が
、

そ

の
後

五

五

～

六

五
年

で

の

著

し

い
伸

長
、

反

対

に
六

五

～
七

五
年

に
お

け

る
東

京

、
大

阪

の

低

下

に

よ

っ
て
、

七

五
年

に

は
東

海

に

つ
い
で
大

阪

と

な

ら

ぶ
水

準

に
な

っ
て

い
る

こ
と
、

他

方

こ
の
間

、

同

じ

工
業

化

水
準

に

つ

い

て
関

東

内

陸

、

近
畿

内

陸

が

い
ち

じ

る
し

い
進

展

を

と
げ

た

こ

と

が
特

徴

的

で
あ

る
。

神

奈

川
県

に

つ

い
て
は
、

事

務

・
技

術

・

管

理

関

係
就

業
者

の
比

率

が
、

五
五
年

時

点

で
東

京

と

か
な

り
開

い
て

い
た

も

の
が
、

七

五
年

に
は

ほ

ぼ
同

水

準

と

い
う
格

段

の
高

さ

に
な

っ
て

い
る

こ
と
、

ま

た
、

販

売

・
サ

ー
ビ

ス
関

係

従

事

者
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の
割

合

が
、
東

京

区

部

、

大

阪

市

に
く

ら

べ
全
期

間

を

つ
う

じ

て

一
貫

し

て
数

%

低

位

に
あ

る

こ
と

(商

業
、

と

く

に
卸

売

業

機

能

の
東

京

へ
の
依

存

)

な

ど

が
、

東

京

圏

に

お
け

る
神

奈

川

の
位

置

の
特

徴

を

あ
ら

わ

し

て

い

る
と

い
え

よ

う
。

卸

売

業

に

つ

い
て

そ

の
販

売
額

、

商

店

数

の
地

域

別

動

向

を

み

る

と

(
図

9
、

10
)
、
年

々

の
増

加

分

は
、
東

京

、
大

阪

な

ど
大

都

市

圏

の
中

心
都

府

県

に
集

積

し
、

そ

の
他

の
県

で

の
増

加

は
、

き

わ

め

て
小

さ

い

こ
と

が
示

さ

れ

て

い
る
。

以

上
、
表

7
-
a
か
ら

は
、

こ
の
間

の
総

体

と

し

て

の
は

げ

し

い

地

域
変

動

と

と

も

に
、

神

奈

川
県

に

つ

い

て
は
、

生

産

.
運
輸

従

事

者

の
高

い
比
率

を
維

持

し
な

が

ら
、

他

方

、

事

務

.
技

術

.
管

理
関

係

従

事

者

の
比

率

を
格

段

に
高

め

て
き

た

こ
と

が
知

ら

れ

る

が
、

た

だ
、
す

で
に

み

た
ご

と

く
、

こ
う

し

た

な

か

で
、
「
神

奈

川

都

民
」

と

よ

ば

れ

る
層

が

い
よ

い
よ
増

加

し

て

い
る

こ
と

は
、

神

奈

川

の
地

域

把
握

、

と

く

に
そ

の
主

権

構

成

の
把

握

を

難

し

い
も

の

に
し

て

い
る

の
で
あ

る
。

つ
ぎ

に
、

横

浜

市

内

の
各

地

区

に
た

ち

入

っ
て

み
よ
う

(表

7

-
b

)
。
市
内

各

区

の
職

業

四
区

分

構

成

に

つ

い
て

み

る
と
、

一
九

五

五

年

の
時

点

で
は
、

農

林

漁

業

関

係

従

事

者

の
構

成

比

は
○

.
二
%

か

ら

三

三

・
五
%

ま

で
、

又

販
売

・
サ

ー
ビ

ス
関

係

で
も

一
四

.

二
%

か
ら

三
九

・
九
%

ま

で
と

い
う

よ
う

に

か
な

り
大

き
な

開

き

を

も

っ
て

い
た
も

の
が
、

六

五
年

ご

ろ

を
境

に

し

て
急

速

に

こ
れ

を
ち

ぢ

め

て
、

七

五
年

ご

ろ

ま

で

に
各

区

の
構

成

は

(後

者

に
関

す

る
中

区

を
例

外

と

し

て
)

き

わ

め

て
近

い
も

の
に
な

っ
た

こ
と

が
注

目

さ

れ

る
。

具
体

的

に

は

こ
れ

は
、

資

本
制

生

産

の
巨
大

化

に
よ

っ
て
農
業

が

駆
逐

さ

れ
、

商

品

市
場

が
拡

大

し
た

と

い
う

こ

と

で
あ

ろ
う
。

し

か
し
他

方

で
そ

れ
は
、

大
規

模

な

人

口
流
動

も

あ

っ
て
、

各

地

域

社

会

の
自

然

的

・
歴
史

的

個

性

が
都

市

化

の
波

に

さ
ら

わ

れ

た

こ
と

を
も
表

わ

し

て
お

り
、

地

域
住

民

の
生

活

に

と

っ
て
そ

の
意

味

す

る
と

こ
ろ

は

き

わ

め

て
大

き

い
と

い
わ

ね
ば

な

ら
な

い
。

こ
う

し

て
、

職

業

・
階

層

構

成

に
関

す

る
か

ぎ

り
、

横

浜

市

内

各

地
域

の
大

幅

な

等
質

化

が
進

め

ら

れ

た

の
で
あ

る
が
、

こ
れ

は

又
、

横
浜

市

人

口

の

「
地

域
」

か
ら
遊

離

人

間

と

土

地

の
有

機

的

関
連

の
喪
失

l
l

と

い
う

事

態

に
も

か

か

わ

る
も

の

で
、

地
域

社

会
変

容

の
今

後

の
深

刻

な

課

題

に
な

る
も

の

で
あ

ろ

う

。

他
方

、

生

産

・
運

輸

関
係

従
事

者

比

率

の
全

域

に
わ

た

る
、

と

く

に

六

五
年

以
降

の
顕

著

な

低

下
、

逆

に
、

事
務

.
技

術

.
管

理
関

係

従

事

者

比
率

の

こ
れ
も

同
様

全

域

に
わ

た

る

い
ち

じ

る
し

い
上
昇

も
、

目

を
引

く

と

こ
ろ

で
あ

る
。

と

く

に
後

者

に

つ

い
て

は
、

八

五
年

、

市

平

均

で
四

四
%

、

高

い
と

こ
ろ

で
は

四

七
、

四

八
%

と

い
う
、

恐

ら

く
全

国
的

に
も
最

も
高

い
水
準

(同

年

東

京

区

部

、

大

阪
市

で
は

そ

れ

ぞ

れ
四

二

・
二
%

、

三

二

・
二
%

)

を

示

し

て

い
る

こ
と

を
、

指

摘

し

て

お
き

た

い
。
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五

サ
ー
ビ

ス
業

の
変
容

わ

れ

わ

れ
は

さ

き

に
、

現

代

産

業

社

会

の
構

造

変

化

(脱

工
業

化
)

に

よ

る
非

現
業

部

門

就

業

者

の
増

加

、

お

よ

び
そ

の

一
環

と

し

て

の
専

門

・
技

術

・
管

理
関

係
職

業

従

事

者

の

い
ち

じ

る

し

い

増

加

傾

向

を

み

て
き

た
。

脱

工

業

社
会

論

も
論

者

に
よ

っ
て
意

見

の
違

い
が

み
ら

れ

る

が
、

基

本

的

に

は
、

大

量

の
財

生

産

に
代

っ

て
、

情

報

・
知

識

・
サ

ー
ビ

ス
生

産

部

門

が
優
位

の
位

置

を

し

め

る

に

い
た

る
と

い
う

こ
と

を
論

点

に
し

て
、

現
代

社

会
変

化

の
動

向

を

論

じ

る
も

の
と

い

っ
て

い

い
だ

ろ

う
。

わ

が
国

に

お

い
て
も
、

こ
う

し

た
変

化

は
明
瞭

に
進

展

し

て
お

り
、

大

都

市

、

な

か

ん
ず

く
東

京

に
お

い

て
、

そ

の
傾
向

は
顕
著

で
あ

る
。

い
ま
、

そ

の
東

京

都

の
産

業

構

成

(事

業

所

ベ

ー

ス
)

の
変

化

を

み

る
と
、

一
九

六
三
年

か
ら

八
六
年

ま

で

の
間

に
、

製

造

業

は

二
〇

.
五
%

か
ら

一
五

・
二
%

へ
低

下

し

た

の

に
対

し

て
、

サ

ー
ビ

ス
業

は

一
八

.

六
%

か
ら

二

二

・

一
%

に
上

昇

し

て

い
ち

じ

る

し

い
対

照

を

な

し

て
お

り
、

卸

小

売

業

・
飲

食

店

も

そ

の
構

成

比

を
低

下

さ

せ

て

い

る

の

で
あ

る
。

し

か
し
、

こ
う

し

た

サ

ー
ビ

ス
業

の
増

大

は
、

い
か
な

る
社

会

変

化

の
表

現

で

あ

る

の

か
。

「
サ

ー
ビ

ス
経

済

化

論

」

は

し

ば

し

ば
、

「
消

費

者

の

モ

ノ
離

れ
」
や

「
ニ
ー
ズ

の
多

様

化

」
な

ど

に

つ

い
て
語

ら

れ

る

が
、

産

業

…構
造

の
変

化

を
需

要

の
変

化

に
よ

っ
て

説

明

す

る

の

に
は
無

理

が
あ

り
、

そ

の
動

因

は
基

本
的

に
は
、

供

類型別サー ビス業構成の東京 ・全国比較(民 営 ・57年)

1.事業所数2従 業者数

コー3

鴻53

9■23

「

}

、一噛, 」画

、、、、㌦

692

562

9
■

34

図11

(°o}

1001 購

公 共
関連 19.7

17.6
哺 舳

個 入

関 連

一 50.1 57.E

、

、
、

、

、

事裳所
関 連

32.3
22.9

馳

50

国,;く 全lq 東 京 全

「事業所統計調査」

サ ー ビス業 の類型 は,

図9に 同 じ,P・117

図12の 注 を参照.
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給

、

生

産

の
側

に
求

め

ら

れ
ね

ば

な

ら

な

い
で
あ

ろ
う

。

こ
の

こ

と

に
関
連

し

て
、

増

大

す

る

サ

ー
ビ

ス
業

の
業

種

類

型

別

の
動

向

を

み

る
と
、

と

く

に

サ

ー
ビ

ス
化

を
先

導

し

て

い
る
と

さ

れ

る
東

京

に

お

い

て
、

こ
れ

を

リ

ー
ド

し

て

い
る

の
が
、

事

業

所
関

連

サ

;

ビ

ス
業

で

あ

る

こ
と

に
注

目

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

だ

ろ

う

(図

11
)
。

表

8

に
よ

れ

ば
、

サ

ー
ビ

ス
業

の
中

に
占

め

る
事

業

所

関

連

サ

ー
ビ

ス
業

の
構

成

比

は
、

一
九

八

一
年

、
事

業

所

ベ

ー

表8類 型別サービス業構成の推移(民 営)(%)

ス
で
全

国

二

二

.
九

%

で
あ

る

の

に
対

し

て
東

京

都

は

三

二

・
三

%

、

従

業

者

ベ

ー

ス
で
は

同

三

二

・
九

%

に
対

し

て
四

三

・
九
%

で
あ

り
、
後

者

で
は

そ

れ

は

サ

ー
ビ

ス
業

全

体

の
半

ば

に
近

づ

き

つ

つ
あ

る

こ
と

が
知

ら

れ

る
。

又
、

東

京

、

大

阪
、

神

奈

川

を
比

較

し

て
七

二
年

か
ら

八

一
年

に

い
た

る
推

移

を

み

る
と
、

東
京

で

は
、

事

業

所

ベ

ー

ス
で

み

る
と
個

人

関
連

に
比

べ

て
事
業

所
関

連

サ

ー
ビ

ス
業

が
な

お
低

い

が
、

従

業

者

ベ

ー

ス
で
み

る
と
個

人

関

年

事 項
1972 75 78 81

事
業

所

数

総 数

事業所関連

個 人 関 連

公 共 関 連

100.0

25.3

54.4

20.3

100.0

28.9

51.8

19.3

loo.0

3Q.9

51.0

13.1

100.0

32.3

50.1

17.6

東

京

従

業

者

数

総 数

事業所関連

個 人 関 連

公 共 関 連

100.0

36.3

31.4

32.3

100.0

38.3

29.1

32.6

100.0

4Q.5

27.8

31.7

100.0

43.9

2fi.5

29.fi

大

阪

事

業

所

数

総 数

事業所関連

個 人 関 連

公 共 関 連

100.0

22.2

57.1

20.?

100.0

24.2

55.9

19.9

100.0

25.5

55.3

19.2

100.0

26.7

54.8

18.5

従

業

者

数

総 数

事業所関連

個 人 関 連

公 共 関 連

100.0

32.7

3`7.8

29.5

100.0

34.fi

34.5

30.9

loo.0

35.4

32.9

31.7

100.0

36.2

31.5

32.0

神

奈

川

事

業

所

数

総 数

事業所関連

個 人 関 連

公 共 関 連

100.0

20.9

56.8

22.3

loo.0

15.3

62.5

22.3

100.0

21.5

56.6

21.9

100.0

21.4

56.9

?1.7

従

業

者

数

総 数

事業所関連

個 人 関 連

公 共 関 連

100.0

23.2

33.0

43.8

loo.0

19.7

33.8

46.5

100.0

24.0

29.1

47.0

10.0

?3.7

29.2

47.1

全

国

事

業

所

数

総 数

事業所関連

個 人 関 連

公 共 関 連

100.0

18.9

59.3

21.8

100.0

20.3

58.5

21.2

100.0

21.5

58.2

2Q.3

100.0

22.9

57.4

19.7

従

業

者

数

総 数

事業所関連

個 人 関 連

公 共 関 連

loo.0

29.5

40.5

30.0

100.0

30.5

37.9

31.6

loo.0

31.4

3s.s

32.0

100.0

32.9

35.4

31.7

〔資料〕 「事業所統計 調査 」

〔注〕 ザー ビス業の類型 につい ては, 図12の 注 を参照.
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連

を

は

る

か

に
越

え

て
、

八

一
年

時

点

で

は

二

六

.
五

%

対

四

三

・
九

%

に
ま

で
開

い

て

い

る
。

同

年

、

大

阪

で
は

こ
れ

が

三

一

・
八
%

対

三

六

・
二
%

で
、

わ
ず

か

に
事

業

所

関
連

が

リ

ー
ド

し

て

い
る

が
、

神

奈

川
、

全

国

で
は

個

人
関

連

が

な

お
優

位

を
保

っ
て
お

り
、

こ

の
局

面

で

は
明

ら

か
な

地
域

格

差

が
進

ん

で

い
る

こ
と

に
注

目

し

て
お
き

た

い
。

こ
う

し

た
変

化

に
は

い
か
な

る
背

景

が
あ

る

の

で
あ

ろ
う

か
。

た
と

え

ば
、

物

品
賃

貸

業

、

情

報

関

連

サ

ー
ビ

ス
業

、

そ

の
他

の
専

門

サ

ー
ビ

ス
業

な

ど
、

事

業

所

関

連

サ

ー
ビ

ス
業

の
近

年

に

お

け

る
伸

び

(事

業

所

ベ

ー

ス
)

に
は

め

ざ

ま

し

い
も

の
が
あ

る

が
、

乙
れ
ら

の
業

種

は

基

本

的

に
は
、

生

産

の
巨

大

化

に
伴

う

社

会

的

分

業

の
深

化

・
拡

大

に
よ

っ
て
派

生

し

た

も

の

で
あ

る
。

資

本

は
、

生

産

過

程

に
お

け

る
周

辺

的
部

門

を

で
き

る
限

り
外

部

化

し

よ

う

と

す

る
。

外

部

化

さ

れ
専

門
化

し
た
産

業

を
利

用

す

る

こ

と

に

よ

っ
て
、

企
業

の
安

全
性

は
高

め
ら

れ
、

又
、

コ
ス
ト
低

下

を
も

可
能

に
す

る

か
ら

で
あ

る
。

事

業

所

関

連

サ

ー
ビ

ス
業

の
成

長

は
、

こ
う

し
た

路
線

の
上

で
推
進

さ

れ

て
お

り
、

近
年

の

エ
レ

ク
ト

ロ

ニ
ク

ス

の
飛

躍

的

発

展

な

ど

に
よ

っ
て
加

速

さ

れ
な

が
ら
、

ソ

フ
ト

ウ

ェ
ア
業

な

ど

の
新

し

い
業

種

の
形

成

も
活

発

に
進

ん

で

い
る

の

で
あ

る
。

こ
う

し

て
み

る
な

ら

ば
、

近
年

の
産

業

構

造
変

化

の
根
底

に
は
、

脱

産

業

化

(脱

工
業
化

)

と

い
う

よ
り

は

む

し

ろ
、

産

業

の
高

度

化

、

"
合

理
化

"
、

そ

し

て
技

術

の
発

展

を

こ
そ

み
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
と

い
え

よ

う
。

他
方

、

個

人
関

連

サ

ー
ビ

ス
業

も

い
ち

じ

る

し

い
発

展

を

み

て

い
る

こ
と

は

い
う

ま

で
も
な

い
。

然

し

こ
れ

も
、

単
・な

る
消

費

の

多

様

化

と

い

っ
た

こ
と

の
表

わ

れ

で
は

な

い
。

資

本

は
、

不
断

に

そ

の
活

動

領

域

の
拡

大

に

つ
と

め
、
"
大

量
生

産

・
大

量

消

費

"

へ

の
傾

斜

の
中

で
、

市

民

の
消

費

生

活

過

程

に
浸

透

し

て

い
く
。

と

く

に
、

地
域

生

活

レ
ヴ

ェ
ル
に
お

け

る
伝

統
的

共

同

を
失

っ
た
都

市

社
会

で
は
、

こ
の
浸

透

領
域

は
大

き

く
、

従

っ
て
都

市

化

は
、

こ

の
資

本

の
活

動

に
大

き

な

場

を
提

供

す

る
ば

か
り

で
な

く
、

活

動

領

域

の
拡

大

が
、

都

市

化

を

一
層

深

め

る

こ
と

に
な

る

で
あ

ろ

う
。

「
都

市

住

民

は
、
食

品
、
衣

服

、
家

屋

は
も

と

よ
り
、

レ
ク
リ

エ
イ

シ

ョ
ン
、

娯

楽
、

身

の
安

全
、

幼

児

・
老

人

・
病

人

・
身

体

障

害

者

の
世

話

に

い
た

る
ま

で
、

そ

れ

を
得

る
た

め

に
家

族
、

友

人
、

隣

人
、

地

域

社

会
、

年

長
者

、

子

供

た

ち

と

い

っ
た

形
態

で

の
社
会

組

織

に
は

も

は

や
頼

ら

な

い

で
、

ほ
と

ん

ど
例

外

な

し

に
、

市

場

に
、

ま

さ

に
市

場

だ

け

に
お

も

む

か

ね
ば

な

ら

な

い
。

と

ど

の

つ
ま

り
、

物

質

や
サ

ー
ビ

ス

の
欲

求

だ

け

で
な

く
生

活

の
感

情

様

式

さ

え
も

が
、
市

場

の
経

路

に
流

し

こ
ま

れ

る
」
(H

.
ブ

レ
イ

ヴ

ァ

マ

ン

『
労

働

と

独
占

資

本

」

一
九

七

四
年

、

邦

訳

三

〇

一
ペ

ー
ジ
)
。

こ
う

し

て
消

費

関
連

サ

ー
ビ

ス
市
・場

は
、

ま

す

ま

す

そ

の
領
域

を

ひ
ろ
げ

て
多
様

化
、

複

雑

化

す

る
と

と

も

に
、

い
よ

い

よ
深

く

わ

れ

わ

れ

の
生
活

に
浸

透

し

て

い
く
。

消
費

に

か

か
わ

る

「
サ

ー
ビ

ス
化

」

は
従

っ
て
、

社

会
変

動

の

流

れ

の
中

で

こ
れ

を

み

る
な

ら

ば
、

都

市

化

の
進

展

に
伴

っ
て
進
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図12サ ービス業事業所数の業種別2特 化係数

学術研究機 ぷ/,.%]'.
物品賃貸業

東京都,神 奈川 県

著述家・芸術家業

個人教授所

1)

専 門サ ー ビス 業

その他の事業所

サー ビス業

協1司組 合

旅館,そ の他の宿泊所

洗 た く,理容,浴 場 業

神奈川 その他の個 人
サービス業

娯楽業

映 画 業

2.s

〔資料〕 「事業所統計 調査」

〔注〕1)著 述 家 ・芸術 家業,個 人教授所 を除 く,

2)サ ー ビス業 の類 型は次の とお り.

事 業所 関連サー ビス業

74物 品賃貸業(745,749を 除 く)

754会 社団体 の宿泊所

759他 に分類 され ない宿泊所

777リ ネ ンサプ ライ業

79映 画業(792を 除 く)

813有 線放 送業

82自 動 車整備 業及び駐 車場業x1/2

831機 械修理業

833か じ業

84協 同組 合(他 に分類 され ない もの)

85情 報 サ ービス ・調査 ・広告 業

86そ の他 の事業所 サ ービス業

87専 門 サー ビス業(876,877を 除 ⇔

887歯 科技工所

889そ の他 の医療関連 サー ビス業

895産 業廃棄物 処理 業

899そ の他 の保健及 び廃 棄物 処理業

941経 済 団体

個 人関連サー ビス業

745ス ポ ーツ ・娯楽用 品賃貸 業

749そ の他 の物品賃貸業

〔出所〕 図9に 同 じ,p.117

75旅 館,そ の他 の宿 泊所(754,759を 除 く)

77洗 た く ・理容 ・浴場業(777を 除 く)

78そ の他 の個人 サ ービス業

792映 画館

80娯 楽業(映 画業 を除 く)

82自 動車 整備業及び駐車場i業×1/2

83そ の他 の修 理業(831,833を 除 く)

876著 述家 業 ・芸術家業

877個 人教授所

884助 産所

885療 術業

894一 般廃棄物処理業

公 共関連 サー ビス業

81放 送業(8ユ3を 除 く)

88医 療 業(884,885,887,889を 除 く)

89保 健 及び廃 棄物処理業(894,895,899を 除 く)

90宗 教

91教 育

92社 会保険 ・社会福祉

93学 術研究機関

94政 治 ・経済 ・文化 団体(941を 除 く)

95そ の他 のサ ービス業
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図13サ ー ビス業事業所数 の業種 別2)特化係 数 東京 区部,大 阪市,横 浜市
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図14情 報サービス業の業務別

売上高の地域分布
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た もの.
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1986,p.59
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国 際経 営 フ ォー ラムNo,1

展
、

拡

大

し
、

消

費

の
商

品
化

と

し

て
広

く
社
会

一
般

に
浸

透

す

る
も

の
と

い
う

こ
と

が

で
き

よ
う

。

戦

後

日
本

で
は

一
九

六
〇
年

代

を

つ
う

じ

て
、

東

京

は
、

従

来

か
ら

の
物

的

生

産

部

門

の
集

中

か
ら
、

い
わ

ゆ

る

オ

フ

ィ

ス
業
務

、

あ

る

い
は
流

通
部

門

そ

の
他

の
第

三
次

部

門

の
集
積

の
場

へ
と
変

化

し
、

そ

れ

と
関

連

し

て
都

心

三
区

に
は
、

独
占

的

に
立

地

す

る

大

企

業

本

社

(中

枢

管

理

部

門

)

の
集

中

が
進
行

し
た
。

こ
れ

は
、

企

業

活

動

の
大

規

模

化
、

市

場

の
広

域
化

に
伴

っ
て
進

ん

だ
経

済

統

括

シ

ス
テ

ム

の
高

度
化

の
表

わ

れ

で
あ

り
、

さ
き

に

み

た
事

業

関
連

サ

ー
ビ

ス
業

の
成

長

と
発

展

が

こ
れ

と
密

接

に
か

か

わ

っ
て

い

た

こ
と

は
、

す

で

に
説

明

を
要

し

な

い

で
あ

ろ
う

。

「
中

枢

管

理
機

能

」

概

念

は
、

六
〇

年

代
後

半

に
官
庁

エ

コ
ノ

ミ

ス
ト

の
間

で
使

わ

れ

は

じ

め

て

い
た

が
、

こ
れ

が
、
都

市

機

能

と

し

て
重

要

な

位

置

づ
け

を

さ

れ

て
、
公
式

に
登

場

し

た

の
は
、
「
新

全

国

総

合

開

発

計

画
」

(
一
九

六
九
年

)
に

お

い
て

で
あ

る
と

い
わ

れ

る

(原

田
他

編

『
東

京

問

題

』

一
九

七

六
年

、

二

八

ペ

ー
ジ
)
。

中

枢
管

理

機

能

を

テ

コ
と
す

る

「
東

京

集

中

」

が

こ

こ
に
は

じ

ま

る
。

サ

ー
ビ

ス
業

、

と

く

に
事

業

所

関

連

サ

ー
ビ

ス
業

は
、

い
ち

じ

る

し

い
地

域
格

差

を

も

っ
て
発

展

し
、

東

京

に
お

い

て
よ

り
高

度

化

し

て

い
る

こ
と

は

す

で

に

み
た

が
、

そ

れ

は
右

の
経

緯

か
ら

も

理
解

で
き

る
と

と

も

に
、

そ

の
性

質

上

、

今

後

も

一
層

集

中

す

る

傾

向

を

も

っ
て

い
る

と

み

る

の
が
自

然

で
あ
ろ

う
。

そ

し

て
そ

れ

は
、

中

枢

管

理

機

能

が
高

度

化
、

純

化

す

る

の

に
応

じ

て
、

首

都

圏

か
ら

東

京

区
部

へ
、

さ
ら

に
都

心

地

区

へ
と

集

中

す

る

こ
と

に

な

る
。

中
枢

管

理

機
能

の
水

準
、

と

く

に
情

報

機
能

の
水
準

と

そ

の
サ

ー
ビ

ス
業

の
中

に
お

け

る
特

化

の
程

度

に

つ

い
て
、

大

阪

は

東

京

に
水

を

あ
け

ら

れ
、

さ

ら

に
神

奈

川

は
東

京

圏

の
周

辺

地
域

と

し

て
、

東

京

と

は
格

段

の
開

き

を
も

つ
に

い
た

る

で
あ
ろ

う
。

図

12

～

15

は
、

東

京

の

こ
う

し

た
突

出
状

況

を
、

情

報
関

連

サ

ー

ビ

ス
業

な

ど

に

つ
い

て
、

他

と

比
較

し

て
示

し

た
も

の
で
あ

る
。

す

で

に

み
た
人

口
、

産

業

、

職

業

構

成

な

ど

に
関

す

る
神

奈

川

県

の
諸

事

情

は

一
面

で
、

こ
れ

と
深

く

関
連

し

て
お

り
、

こ
れ

に

よ

っ
て
そ

の
特

性

を

よ

り

理
解

す

る

こ
と

が

で
き

る

で
あ

ろ

う
。

六

一
極
集
中
と
市
民
生
活

県

の

『
第

二
次

新
神

奈

川

計

画

基

本
構

想

・
基

本

計

画
』

(
一
九

八

七
年

)
は
、

冒

頭

「
基

本

構

想
」

に
お

い
て
、

「
都

市
化

が
著

し

く

す
す

み
、
居

住

環

境

が
悪

化

し
、

通
勤

が
遠

隔
化

す

る

傾

向

に
あ

る
本
県

で
は
、

自

然

と

の
調
和

を
最

大

限

考

慮

し
た
都

市

の
再

生
」
が
求

め

ら

れ

て

い
る
と

し
、
又
、
「
東

京

の
機
能

に
あ

ま
り

依
存

」

す

る

こ
と

の
な

い
、

あ

る
程

度

自
立

で
き

る
地

域

づ

く

り

を

す

す

め

る

こ
と

を
、

一
=

世

紀

へ
む

け

て

の
重

要

な

都

市

課

題

と

し

て

い
る
。

ま

た
、

職

住

近

接

の
地
域

づ
く

り

や
、

ピ

ー

ク
時

に
は
定

員

の

二
五
〇

%

を

こ
え

る
鉄
道

路

線

、

昼

間

で
も
慢

性

的

に
渋

滞

す

る
道

路

交

通

難

の
解

消
、

な

ど

が
随

所

に
と

り

あ

げ

ら

れ

た
。
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図16神 奈川県のみどりの推移

〔出 所 〕 図3に 同 じ,P・139 [コ 〃 賜 禍 (神奈川県環境部)
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図17都 市化の進展
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〔注〕 用途未指定地域における開発の進行以外は市街化区域又は未線引 き用途地域についてである
.〔出所〕 神奈川県都市部

都市政策課 「かながわ都市マスタープラン」昭61,P,10に より作成.

こ
れ
ら

は

い
ず

れ
も

深

刻

な

状
態

で
、

そ

の
修

復

は
も

は

や
猶

予

を
許

さ
れ

な

い
県

政

の
課

題

に
な

っ
て

い
る
と

い

っ
て

い

い
で

あ
ろ
う

。

た

と

え
ば

県

の
緑

の
環

境

は
、
最

近

二
〇
年

ほ
ど

の
間

に
県

土

の
東

半

分

に
わ

た

っ
て
ほ
と

ん
ど

失

わ

れ
、

残

り

の
半

分

の
地

域

で

は
、

緑

の
量

が

そ

れ

ま

で

の
半

分

に
減

少

し

た

(
図

16
)
。

又
、
無

秩
序

な
開

発

は
、
県

土

の
東

半

分

全

域

に
さ

ま

ざ

ま

の
環
境

問

題

を
誘

発

し
た
。

川
崎

市

の
川
崎

区

か
ら
横

浜

市

の
港

南

区

に

い
た

る
沿

岸

部

の

「
過
密

居

住

環

境
」
、
川
崎

市

の
大

半

を

覆

う

「
住

工
混
在

地
帯

」
、

戸

塚

区

か

ら
、
県

央
、
湘

南

地

域

の
東

北

部

に

ひ
ろ

が

る
広

範

囲

の

「
ス
プ

ロ
ー

ル
状

市

街

地
」

な

ど

は
、

と

く

に
注

目

す

べ

き

と

こ
ろ

で

あ

ろ

う

(
図

17
)
。

ス
プ

ロ
ー

ル

と

は
、

都

市

の
急

激

な

外

周

部

へ
の
膨

脹

に
伴

う

工

場
、

住

宅

な

ど

の
諸
施

設

の
無

秩

序

な

立

地

に
よ

っ
て
、
農

地

が

蚕
食

さ

れ
、

新

郊
外

地

で
は
公

共

施
設

、

都

市

施

設

整

備

の
た

ち

お
く

れ

に

よ

っ
て
住

民

生

活

に
障

害

が

ひ
き
起

さ

れ

る

こ
と

を

い

い
、

六
〇
年

代

以

降

の
中

心
的

な
都

市

問

題

と
な

っ
た

も

の

で
あ

る
。

そ

し

て

こ
れ

は
、

住
宅

、

上

下

水

道

、

交

通

な

ど

日
常

生
活

に

お
け

る

さ

ま
ざ

ま

の
困
難

を

も

た

ら
す

ば

か
り

で
な

く
、
新

た

な
整

備

そ

の

も

の
の
重

大

な
障

害

と

も

な

る
も

の

で
あ

る
。

こ
う

し

た

な

か

で

は
、
増

え

つ
づ

け

る
自

動

車

に
よ

っ
て
、
"
安

全

な
歩

道

"
の
確
保

も
難

し

く

な

り
、

買
物

や
近

隣

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
す

ら
危

険

に

さ

ら

さ
れ
、

都

市

の
魅

力

は

ほ
と

ん

ど
失

わ

れ

る

に

い
た

る

で
あ
ろ

う
。
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表9都 市生活 ・文化指標の推移

指 標 年 神奈川県陳 京 副 大 阪 府 陵 知 則 全 国

市区町村道舗装率 19x5 0.7 45.8 1.6.7 4.0 3.7

(%) 70 21.9 59.8 37.3 14.8 9.3

75 38.8 69.3 63.6 33.0 24.2

79 55.0 73.0 71.7 45.0 35.7

公共下水道普及率 1965 31.5 26.0 56.3 43.9 23.0

(排水面積/市街地面積)
70

75

41.2

31.3

40.0

51.8

66.8

84.6

64.7

68.7

28.7

25.8

79 39ユ 62.3 95.1 73.3 39ユ

病 床 数 1965 90.0 106.1 98.8 93.4 108.3

C一 万 人 当 り) 70 91.2 116.3 104.5 106.3 12s.g

7J 78.3 103.3 94.6 91.3 104.9

79 76.6 106.9 102.7 93.4 110.1

医 師 数 1965 9.4 13.1. 13.3 9.9 10.3

(一 万 人 当 り) 70 9.1 13.E 14.0 10.9 11..5

75 9.9 14.5 14.4 i 11.9

79 12.O 16.8 15.7 11.7 !3.0

図書館蔵書数 1965 170.8 195.0 171.3 26s.s 216.3

(千人当 り) 70 193.8 275.6 194.0 303.E 263.8

75 308.3 617.2 279.5 458.3 390.2

80 477.6 1,147.2 505.6 700.2 so5.s

〔注〕 『地域経済総覧』所収 「47都道府県の経済指標」東洋経済新報社,各 年版 より作成

い
ま

も

っ
と

も
必

要

な

こ
と

は
、

一
二

世
紀

へ
む

け

て

の
壮

大

な

旧
都

市
改

造

L

計

画

で
は
な

く
、

こ

う

し
た

現
状

に

つ
い

て

の
地

道

な

総
決

算

で
あ
ろ

う
。

戦

後

日
本

で
進
行

し

た

は
げ

し

い

"
都

市

化

"

の
、

ル

へ

　

も
う

一
つ
の
顔

が
そ

乙
に
は

あ

る

は
ず

で
あ

る

次

に
、

こ
う

し

た
無

秩

序

な
都

市

化

の
帰

結

で
も

あ

る
基

礎

的

公

共

生
活

基

盤

の
欠

乏

に

つ

い
て
、

二
、

三

の
実

情

を
取

り

あ
げ

て

み

よ
う
。

表

9

は
、

そ

の

よ
う

な
生

活
基

盤

の

い
く

つ
か

に

つ
い

て
、

神

奈

川

県

の
整

備

水

準

を
他

都

府

県

と

比
較

し

た

も

の
で

あ

る
。

そ

も

そ
も

の
歴
史

的

条

件

の
違

い
は

あ

る

に
し

て
も
、

東

京

、

大

阪
、

あ

る

い
は
愛

知

県

に
比

べ

て
、

そ

の
整

備

の
立

ち

お
く

れ
は
否

定

で
き

な

い

で
あ

ろ

う
。

六

五
年

か
ら

八
〇
年

に

い
た

る

一
五
年

間

の
推

移

を

み

る
と
、

下
水

道

普

及
率

で
は

ほ

と

ん

ど
改

善

が

み
ら

れ
ず
、

道
路

舗

装

率

、

蔵

書
数

な

ど

の
水

準

は
東

京

、

大

阪

、

あ

る

い
は
愛

知

に
比

べ

て

い
ち

じ

る

し
く

低

く
、

ま

た
病
床

数

に

つ
い

て
は
、

む

し

ろ

水
準

低

下

の
傾

向

に
あ

る

こ
と

な

ど

が
注

目

を

ひ
く
。

も

と

よ

り
都

市
生

活

の
評

価

に
は
、

よ

り
総

合

的

な

検

討

が

必
要

で
あ

る
が
、

都

市

基
盤

と

し

て
は
最

も

初
歩

的

な

こ
れ
ら

が
し

ば

し
ば

全

国

平
均

に
も
満

た

な

い
点

に
も
注

目

す

べ
き

で
あ

ろ
う
。
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と

こ
ろ

で
、

さ
き

に
み
た

「
都
市

再
生
」

の
課
題

は
ど

の
よ
う

に
展
望

さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う

か
。
『
第

二
次
新
神
奈
川
計
画
』

は
、

そ
れ
に
応
え

て
、

近
年

の
情
報
化
、
国
際
化

の
波

の
中

で
、
東
京

一
極
依
存
構
造

は

一
層
強

ま

る
恐

れ

が
あ
る

の
で
、

「
集
中

し
過

ぎ

た
首
都
機
能
を
分
散
」
し
て

「
多
核

多
圏
域
型
」

(東
京
圏

に
お

け
る
複
数

の
核
都
市

と
そ
れ
を
取

り
巻

く
地
域

へ
の
分
散
)

に
再

編

し
、

そ
れ

に
よ
る

「
神

奈
川
自
立
都

市
圏
」

の
形
成

を
構
想
す

る
と

し
て

い
る
。

こ
れ
は
、

八
〇
年

こ
ろ

か
ら
検
討

が
は
じ
ま

っ

て
、

八
五
年

の
国
土
庁
大
都
市
圏
整
備

局

『
首
都
改
造
計

画
』
策

定

に

い
た
る
同
庁

の
基
本
構

想

の
線

に
沿

っ
た
も

の
で
あ
る
が
、

さ
ら

に
そ

の
た
め

の
施
策

と
し

て

「
首
都
圏

は
世
界

の
金
融
、
情

報

の

↓
大
拠
点

へ
と
飛
躍
的

な
発
展

が
予
想
さ
れ
る
な
か

で
、

そ

の

一
翼
を

に
な
う
神
奈

川

で
は
、

…
…
機
能

分
散
を
と

お
し

て
、

:
:
:
自
立
性

璽
口同
い
神
奈
川
自
立
都

市
圏

の
形
成
」

を
め
ざ
す

と

す

る
。
こ
こ
で
は
、
右

に

つ
い
て
の
詳
細
な
紹
介

を
行
う
余
裕

は
な

い

が
、

こ
の

「
計
画
」

に
は

さ
ら

に
ふ
み
込

ん
だ
議
論

が
必
要

で
あ

ろ
う
。

と

い
う

の
も
、
『
首
都
改
造
計

画
』
策
定

の
基
礎
と
さ
れ
た

八
〇
年
代
前
半

の
諸
調
査
報
告

に
は
、
新

た
な
国
際
化

や
高
度
情

蝦
北

の
沖

膝
逝

ウ
タ
ー
的
機
能

を
も

つ
大
都
市
地
域

の
役
割

や
、

集
積

に
よ

る
効
率

へ
の
積
極
的
な
評
価

の
姿
勢

が
次
第

に
浮

ぴ
上

が

っ
て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
首
都
東
京

の
金

融
、
情
報

の
世
界
的

拠

点

へ
の
発
展

を
前
提

と
し

て
是
認
す

る
と
す

れ
ば
、
東
京
依
存

か

ら

の
脱

却

は
、

や
が

て
壁

に

ぶ

つ
か

る

の

で
は
な

い
だ

ろ

う

か
。

『
三
全

総

フ

ォ

ロ
ー

ア

ッ
プ
作

業

報

告
』
(
一
九

八
三
年

)
い
ら

い
、

「
四
全

総

」

の
理
念

づ

く

り

へ
む

け

て

の

「
集

中

か
分

散

か
」

を

め

ぐ

る
議

論

は

さ

か

ん

で
あ

る

が
、

国

土

庁

計

画

・
調

整

局

『
四
全
総
中

間

と
り

ま
と

め
ー

日
本

二

一
世
紀

へ
の
展
望
』

(
一
九

八

四
年

)

か
ら

『
首
都

改

造
計

画
』

へ
の
流

れ
は
、

明

ら

か

に
東

京

一
極
集

中

へ
の

一
層

の
進

展

を
肯

定

し

て

い

る
と

み
ら

れ

る

で
あ

ろ

う
。

『
第

二
次

新

神

奈

川

計

画
』
は
、
県

の
苦

悩

の
作

品

で
あ

る

に
は
違

い
な

い
が
、

し

か
し
な

に
よ

り

も
、

県

自
体

の

均

衡

の
と

れ

た
、

自
立

性

の
高

い
自

立
都

市
圏

形

成

を
目
標

に
す

る

の
で

あ

れ
ば
、

新

し

い

一
極

集

中

の
動

向

そ

の
も

の
の
分

析

と

そ

の
是

非

を
論

議

す

る
ほ

か
な

い

の

で
は

な

か
ろ
う

か
。

神

奈

川

県

は

い
ま
、

二

一
世
紀

へ
む

け

て
そ

の
地

域

計

画

の
基

本
方

針

を

め

ぐ

っ
て
、

む
ず

か
し

い
局

面

に
立

た

さ

れ

て

い
る

よ

う

に
思

わ

れ

る
。

そ

し

て

こ

の
選

択

は
、

以

上

に

み

て
き

た

こ
れ

ま

で

の
い
く

た

の
経

験

か
ら

明

ら

か
な

よ
う

に
、

再
度

同

じ

こ
と

の
く

り
返

し

を
許

さ

れ
な

い
も

の

で
あ

る
。

本
稿

に
お

い

て
主

と

し

て
拠

り
ど

ア}
う

に
し

た
統

計

的
資

料

に
よ

っ
て
は
と

ら

え

き

れ

な

い
多

く

の
側

面

、

お

よ

び
そ

れ

ら

の
関
連

に

つ
い

て

の
客

観

的

な
解

明

に
よ

る

一
般

的

な
理

解

づ
く

り

が
望

ま

れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

(
一
九

九

〇

.

「

.
七
)

⑳

(
い
わ

お

・
こ
う

ぞ

う
/

経

営

学

部
教

授

)


